
４ヶ国語表示による外国人旅行客への禁止事項の見える化

当現場は、外国人旅行客や留学生が多い別府市の

別府国際観光港第２埠頭敷地内に作業ヤードを設置

しているため、立入禁止看板の文字を、日本語、英語

のほか中国語および韓国語の４カ国語を併記し

第三者に対する危険情報の見える化を図った。

このゲートには、数メートルおきに５枚の看板が設置されている。このゲートには、数メートルおきに５枚の看板が設置されている。

第２埠頭敷地内には、別府と四国の八幡浜を結ぶフェリー乗り場があり、市民や

海外からの観光客が誤って立ち入ることがないよう考えられた安全対策である。

ゲートの反対側はフェリー乗り場


